
 

 

 

令和３年１月１５日（金）通算第１３２２回 １月第１例会 

会場：マリエール太田 

                            

  年が明けて少し経ちましたが、今年になって初めての例

会でありますのでまず新年のご挨拶をさせていただきます。

会員の皆様新年あけましておめでとうございます。昨年中

は不透明なロータリー活動にもかかわらずご協力いただき

ましてありがとうございます。本年も引き続きよろしくお

願いいたします。さて昨年末から三度猛威を振るった新型

コロナは今年に入ってもその勢いは衰えることなく、1 月 8

日より東京都をはじめとする一都三県で二度目の緊急事態

宣言が発出され、また昨日 14日からはお隣の栃木県を含む

七県が新たに追加されることとなりました。これはロータ

リー活動にも多大な影響を与え、当クラブでも第一例会で

ある新年会の中止が余儀なくされ、地区においても２月 20 日に開催予定であった IM が紙面 IM へと変更され

ました。この終息にはもう少し時間がかかると思います。これからの活動もかなり制約されると思いますが、

岡田幹事とともになるべく会員の皆様の意向に沿った活動をしていきたいと思いますので引き続きのご理解

とご協力を改めてお願いいたします。 

 今月は職業奉仕月間であります。ロータリーの目的は日々の仕事を通して世の中に貢献するために奉仕の

心を育て向上させることであります。そして具体的には、職業奉仕とは自己の職業を通し社会のいろいろなニ

ーズを満たす努力を重ねることであり、その結果自己の職業の品位を高め、社会から尊敬される存在なってい

くということです。そしてロータリアンは日々の自身の職業活動を通して従業員や取引先関係者といった自

分の職場の関係者、さらには地域社会の人たちの模範となり生きる力の根源となる道徳的能力を向上させる

ような仕事の仕方をロータリーでは職業奉仕と呼び、会員自身とその職場が社会の模範となるように努力す

ることが大切であります。 

 本日の卓話は奉仕プロジェクト委員会により矢島委員長と松本理事から具体的な当クラブにおける職業奉

仕のお話をしていただくこととなっております。一回の卓話では時間が足らないようであり私の年度であと

数回していただくこととなると思いますが次年度にも関係するお話なので是非お聞きいただけたらと思いま

す。 

最後になりますが、何度も申し上げておりますがウィルスが活発化しております。会員の皆様にはぜひ自己

防衛を徹底していただき自身の仕事またロータリー活動にご活躍していただけますようお願いいたしまして

本日の会長挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

太田中央ロータリークラブ 

週  報 

◇例会場 ダニエルハウス 太田市飯田町８９５ ℡ ０２７６－４７－１２２２  
◇例会日 金曜日 １２：３０～  
◇事務局 〒373－0853 太田市浜町３－６ 太田商工会議所会館４階１２号室  
TEL ０２７６－４８－８２３１ FAX ０２７６－４８－８２３２  
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【誕生祝・創立発表】             【乾杯】 

〈発表者〉会員組織・強化委員会         荒牧 功二 

     武井 智明 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事 岡田 秀一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ロータリー財団委員会】          【クラブ広報委員会】 

 ◇ Ｒ財団・ポリオ・米山 寄付者報告    ◇ 「ロータリーの友」１月号紹介 

   幹事 岡田 秀一               委員長 茂木 一博 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・12 月のロータリーレート＄1＝104 円 

・例会場変更 

 太田南 RC 太田ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ(2021年 1月～) 

 館林 RC  ﾆｭｰﾐﾔｺﾎﾃﾙ館林(2021年 2月～) 

 館林東 RC つかさ本店（2021 年 2 月～） 

・第 4分区 A ＩＭ中止のお知らせ 

・タオル収集（太田 5RC合同） 2 月 8日(金)締切 

・分区内外の例会変更のお知らせ 

・ガバナー月信 1 月号 回覧 



 

【クラブ管理運営委員会】             

 委員長 若狭 大介              （オンライン出席） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「職業奉仕について」（職業奉仕月間） 

奉仕プロジェクト委員会担当理事 松本 徹 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スピーカー：萩原 幸宏 

テーマ：  

 

 

 

 

職業奉仕について、奉仕プロジェクト委員会

担当理事の松本さんから卓話をいただきまし

た。 

 「職業奉仕」というと「四つのテスト」に代

表される奉仕の理念や倫理観をもって職業を

行い、結果として社会に貢献・奉仕することで、

ロータリーの根幹理念としてとても大切な真

髄であるが、理解し実践することは難しい。 

 たとえば、仕事でこのような場面に遭遇した

とき、ロータリアンとしてどう行動すれば良い

かということで、５つの例を示しての問題提起

がありました。 

 ロータリーは、寄付や奉仕作業が最終目標で

はない。「奉仕の離縁」を人文の職場に持ち帰

り反映させる。職業を通じて世界に貢献し奉仕

する。ロータリーは理想を追求するからこそ、

世界で尊敬される。 

 とはいえ、そもそも「職業」とは自分のため

の金儲けの手段であり「現実の世界」。他方で

「奉仕」とは余のため人のためを考える「理想

の世界」。相反する二つの概念が合体している

「職業奉仕」は難解だが、どうやって二つの世

界の折り合いをつけていくか。これがわかれば

「職業奉仕」が分かるかもしれないというお話

でした。（全４回シリーズの１回目）。 


